
-1-

思いや願いを生かし、対象に働きかける

総合的な学習の時間の指導
－ －ウェビングマップを活用した交流活動を取り入れて

特別研修員 樺澤 俊哉 （前橋市立第五中学校）

《 》研究の概要

本研究は、ウェビングマップを活用した交流活動を取り入れることによって、思いや願

いを生かし対象に働きかけることの重要性を感じることができるようにしたものである。

具体的には課題を設定する場面と学びを振り返る場面においてウェビングを行い、ウェビ

ングマップを基に生徒が様々な意見を交流させることで、対象に対する興味・関心を高め

たり、学びの成果を確かめたりすることができるための指導の工夫を行った。

【総合的な学習の時間 中 思いや願い ウェビング 交流活動】キーワード －

Ⅰ 主題設定の理由

これからの変化の激しい社会に主体的に対応で

きるよう、自ら学び自ら考えるなどの「生きる

力」の育成が大きな課題として取り上げられてい

る。総合的な学習の時間（以下、総合的な学習）

においても、対象への思いや願いをもち、その実

現に向けて自己の生き方を考えるとともに、ねら

いに示されている課題解決に主体的に取り組むた

めの資質能力の育成と学び方を身に付けていくこ

とが、「生きる力」の育成につながっていくもの

と考える。

総合的な学習は、地域を学びの場とし、学びの

対象としている。地域の人、もの、ことへの思い

や願いをはぐくみ、生徒一人一人が切実な問題意

識をもって、対象に働きかけていく問題解決的な

学習を展開していくことが重要である。地域の対

象への思いや願いは、これまでの生活経験や学習

経験及びそれらから培われた見方や考え方から生

じたものであり、価値あるものである。その実現

に向けて自分なりの見通しや活動の方向性を見付

けていくことで、こだわりをもって主体的に対象

へ働きかけていくものと考える。

本学年（中学校３年 男子93名 女子52名 計145

名）の生徒は、２年間にわたり総合的な学習を行

ってきており、学習の進め方については理解して

いるものの、ダイナミックに活動を展開できず、

単なる調べ学習に終わってしまい学びが深まらな

かった。

これまでの指導を振り返ると、対象とかかわる

ための機会や時間を保障できず、生徒が対象への

思いや願いをもつことが弱かったと思われる。そ

のために生徒は、本当に自分が追究したい、追究

の価値があると思えるような課題を見付けること

ができなかった。また、学習の流れは分かってい

ても、自分なりの見通しや活動の方向性を見付け

られるようにするための、教師からの支援が不足

していたために、これまでの追究活動においては、

事象を多面的にとらえられず、学びが深まらなか

ったり、表面的な追究活動に終始してしまったり

していた。

そこで、本研究では、活動の見通しや方向性を

見付けたり、学習の成果を確かめたりできるよう

になるためのウェビングマップを活用した交流の

場の設定を行うことを考えた。

具体的には「つかむ」過程で教師が中心となり

共通テーマにおいて「全体ウェビング」を行い、

そのウェビングマップを基に生徒同士で意見交流

を行う中で、対象へのイメージを広げたり深めた

りできるようにする。次に、自分のテーマとした

い方向性に分かれ主担当の教師と「コースウェビ

ング」を行い、ウェビングマップを基に生徒同士

で意見交流を行い、対象への興味・関心をもてる

ようにする。さらに、課題を焦点化するために、

生徒の興味・関心を基にさらに少人数化したグル

ープにおいて、意見を交流させながら「グループ

ウェビング」を行う。その際教師は、追究活動が

深まり、対象についての調査・分析活動がより充
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実したものになるようにするために、対象を様々

な角度から見つめられるような視点の例示を行い、

追究課題を明確にし、追究活動の見通しがもてる

ようにする。

課題追究を経て、最後に「まとめる」過程では、

追究結果を踏まえてテーマについて、生徒同士で

対象への思いを交流させながら再度ウェビングを

行い、「つかむ」過程でのウェビングマップと比

較・検討する。これまでの学びを振り返り、ウェ

ビングマップの全体的な広がりやその方向性、深

まりなどを関連付けることで、学びの達成感を味

わい、思いや願いを生かし対象に働きかけること

の重要性を感じることができるようにする。

以上のことから、思いや願いを生かし対象に働

きかける生徒を育成するためには、ウェビングマ

ップを活用した生徒の交流活動は有効であると考

え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

総合的な学習の指導において、活動の見通しを

見付けたり学習の成果を確かめたりできるように

なるためのウェビングマップを活用した交流の場

を設定することで、思いや願いを生かし対象に働

きかけることの重要性を感じることができるよう

になることを、実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

「つかむ」過程では、友達と思いを交流をさせ１

ながら「全体ウェビング」、「コースウェビン

グ」、「グループウェビング」を行うことで、

対象に対する興味・関心が高まり、追究課題と

追究活動の見通しが明確になるであろう。

「まとめる」過程では、追究課題について思い２

を交流させながら再度「グループウェビング」

を行うことで、これまでの学びに対して達成感

を感じ、思いや願いを生かし対象に働きかける

ことの重要性を感じることができるようになる

であろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 思いや願いを生かして対象に働きかけるとは

「思いや願いを生かして対象に働きかける」と

は、生徒がこれまでの生活経験や学習経験で培わ

れた見方や考え方から生じた対象への思いや願い

をもち、切実な問題意識をもって、対象に主体的

にかかわることが重要であると感じ、問題点の解

決のために行動に表そうとする姿であると考える。

(2) ウェビングマップを活用した交流活動について

共通テーマを基に教師が中心となり学級全体で

行う「全体ウェビング」、自分のテーマとしたい

方向性に分かれ主担当の教師と行う「コースウェ

ビング」、教師側から課題を焦点化できるような

視点を与え、６人程度のグループで行う「グルー

プウェビング」において、ウェビングマップを活

用して、生徒一人一人の対象への思いをお互いに

伝え合うことができるような交流の場をそれぞれ

のウェビングの場面において設定したいと考える。

その際教師は、追究する価値のある課題を見付け

ることができるように、どのような活動を通して

課題を解決していこうとしているのか、またその

見通しが明確にもてているのか、といった点に留

意しながら視点を例示するようにするなど、教師

と生徒との交流活動も活発に行えるようにする。

２ 研究の方法

研究の見通しに基づき、次のような方法で授業実践を行い、検証する。

(1) 授業実践計画

対 象 前橋市立第五中学校 ３年 145名（男子93名 女子52名）

期 間 平成17年６月～11月 23時間予定 単元名 共に生きる魅力ある地域を考えよう

授業者 前橋市立第五中学校 ３年教諭６名

【Ａ男】新しいことに興味・関心をもったり、新たに課題を見付けたりすることがあまり得意ではな

抽 い。意見交流に参加をすることにも消極的なので、興味・関心をもつためのきっかけとなるようなアド
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出 バイスや視点の例示をしていきたい。群馬県立文書館グループを選択。

生 【Ｂ女】与えられた課題に対して主体的に取り組んでいるが、交流活動の際に自分の考えを他の生徒に

徒 伝えたり広めたりすることに消極的である。班の中でリーダー的な役割を果たし、交流活動が活発に行

えるようにアドバイスをしていきたい。群馬県生涯学習センターグループを選択｡

(2) 検証計画

検証計画 検証の観点 検証方法

見通し１ 「つかむ」過程において、教師が対象を様々な角度から見つめられるような 自己評価用紙

視点を例示し「全体ウェビング」、「コースウェビング」、「グループウェビ 行動観察

ング」を行い生徒同士の思いを交流させることは、地域に対する興味・関心を

高め、追究課題を明確にし追究活動の見通しをもつために有効であったか。

見通し２ 「まとめる」過程において、追究結果について生徒同士で地域に対する思い 自己評価用紙

を交流させながら再度「グループウェビング」を行うことは、これまでの学び 行動観察

を振り返り、学びの達成感を味わい、思いや願いを生かして対象に働きかける

ことの重要性を感じることができるようになるために有効であったか。

Ⅴ 研究の展開

共に生きる魅力ある地域を考えよう１ 単元名

２ 単元の考察

本単元は、本校の内容系列表（資料編Ｐ４）にある「地域」に基づいて設定した。「共に生きる魅力ある

地域を考えよう」というテーマのもと、生徒は自分たちの住んでいる地域を様々な角度から見つめ、地域の

魅力を検証することを通して地域の抱える問題点を探り、それを解決していこうとする活動を行っていく。

こうした活動を通して、地域に対する生徒の興味・関心が高まり、地域のために働きかけていくことの重要

性を感じるなど、地域との共生について考え、問題点の解決に進んで取り組むようになるであろうと考え

た。

生徒は地域の魅力として「公共施設」、「地域交流」、「商店」、「安心・安全」、「自然」、「交通機

関」、「歴史」などを挙げると考えられる。その中で本研究においては、これ以降「公共施設」に視点を当

てて進めていくものとする。

３ 単元の目標及び評価規準

目 ○地域の公共施設の魅力を検証するとともに地域の公共施設にかかわる課題を探り、それを解決する手

段を考える活動を通して、公共施設の役割と今後さらに有効に利用されるための在り方について理解

標 し、地域との共生のために地域に働きかけることの重要性を感じ、問題点の解決に進んで取り組むこと

ができる。

○地域の公共施設に関心をもち、魅力を検証したり、公共施設にかかわる課題を解決する手段を考えた

評 りする活動に、主体的に取り組もうとしている。（関心・意欲・態度）

○地域の公共施設と自分たちの生活とのかかわりから、その存在意義や有効利用の面からの問題点を探

価 る活動を通して、地域との共生のために地域に働きかけることの重要性を感じたり、問題点の解決方法

について考えたりすることができる。（思考・判断）

規 ○聞き取り調査や情報機器の活用などから、公共施設と自分たちの生活とのかかわりについての情報を

収集し、必要なデータを客観的に調査・分析し、目的に応じて発信することができる。（技能・表現）

準 ○公共施設の役割について知り、自分たちの生活と深く結び付いていることを理解する。（知識・理

解）
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４ 指導と評価の計画（全２３時間予定）

時 支援及び指導上の留意点 見取りの視点
学 習 活 動

間 ●支援を要する生徒に対する支援 （評価方法）

１ ○これまでの１、２年次にお ○全体ウェビングでは、自由な発想のもとに様々な
ける地域を通した総合的な学 思いを巡らすために、１、２年次での学習を想起す
習の時間の学びについて振り ることができるような助言をする。
返る。
見通し１
○各クラスごとに「地域の魅 ○これから学習していく「地域」に対するイメージ （関）地域に対するイメ

１ 力は？」というテーマで全体 を広げ、自分の興味に基づいてテーマを選ぶため ージを、広げようとして
ウェビングを行い、個人ごと に、意見交流に進んで参加することができるように いる。
にテーマとしたい方向性を決 する。 （自己評価用紙への記
める。 ●「地域」を広範囲ではなく、「自分の住んでいる 述内容、行動観察）
○ウェビングマップを見て、 家の周り」といった身近なイメージでとらえるよう
思いを交流する。 に助言をする。

つ ２ ○全体ウェビングの結果を基 ○公共施設に対するイメージを深め、興味・関心を （関）地域の公共施設に
に、地域の「公共施設」をテ もつことができるようになるために、意見交流に進 対するイメージが深ま

か ーマとして、コースウェビン んで参加したり他の生徒の意見をよく聞いたりする り、興味・関心をもとう
グを行う｡ ことができるようにする。 としている。

む ○ウェビングマップを見て、 ●よく使う公共施設を思い浮かべ、その施設の感想 （自己評価用紙への記述
思いを交流する｡ や印象を書くように助言をする。 内容、行動観察）

２ ○同じテーマ（公共施設）の ○追究活動の見通しがうまくもてるようにするため （思）公共施設とのかか
中で６人程度のグループを作 に、次の点に留意する。 わりの中から追究課題を
り、コースウェビングのマッ ①教師も含め共感や反対、付け加えなどの生徒一 見つけ、追究活動の見通
プから課題を決め、グループ 人一人の思いを交流させながらグループウェビン しをもつことができる。
ウェビングを行う。 グを行うようにする。 （自己評価用紙への記述
○グループごとに公共施設の ②教師は、追究課題を焦点化できるような視点の 内容、行動観察）
魅力を検証するための追究課 例示を含めたアドバイスを行う。
題とその理由、追究活動の見 （例示の具体）
通しについて考える｡ ・その施設について知っていること、利用したと

きの感想、必要性や存在意義、他の施設との関連
など
●課題とした施設について、知っていることと知ら
ないことをはっきりさせるように助言をする。

追 11 ○課題追究に向けた調査・分 ○追究課題についての調査・分析活動がより客観的 （技）追究課題解決のた
析活動を行う。 なものになるために、追究課題を様々な角度から見 めに必要なデータを、客

究 ①地域の公共施設の魅力の つめられるような視点の例示を行う。 観的に調査・分析するこ
検証 ●収集し整理したデータが十分かどうか、視点を例 とができる。

す ②地域の公共施設にかかわ 示しながら一つ一つ確かめるようにする。 （自己評価用紙への記述
る問題点を明らかにし、解 内容、行動観察）

る 決方法を考える。

見通し２
２ ○追究結果を基に追究課題に ○マップの全体的な広がりやその方向性、深まりな （知）これまでの学びか
ついてウェビングを行い、 どを比較し、地域に対する思いを交流させながらこ ら、地域の公共施設の役

ま 「つかむ」過程で行ったグル れまでの学びを振り返ることで、公共施設の役割に 割について理解する。
ープウェビングのウェビング ついて理解できるようにする。 （自己評価用紙への記述

と マップと比較・検討し、地域 ●その公共施設がないと、どのような点で不便なの 内容、行動観察）
の公共施設の役割について考 か、使用する側の気持ちになって考えるように助言

め える。 をする。

る ４ ○追究結果をまとめる。 ○思いや願いをもって地域に働きかけることの必要 （思）思いや願いをもっ
性を感じるために、文化祭やHPを通して、地域に対 て地域に働きかけること
して今後こうなってほしいとかこんなふうに関わっ の必要性を感じ取ること
ていきたいといった、学習を通して培った自分たち ができる。
の思いを発信することができるようにする。 （自己評価用紙への記述
●地域の魅力がさらに増すために、自分は何ができ 内容、行動観察）
るのか考えるように助言をする。

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 「つかむ」過程において、教師が対象を様々な角度

から見つめられるような視点を例示し「全体ウェビン

グ」、「コースウェビング」、「グループウェビング」を行

い生徒同士の思いを交流させることは、地域に対す

る興味・関心を高め、追究課題を明確にし追究活動

の見通しをもつために有効であったか

生徒は１・２年次にそれぞれ「地域と福祉」

「地域と国際理解」という単元を学習してきてお

り、福祉や国際理解の視点から地域に対する理解

を深めてきている。そこで３年次では、１・２年

次での学びを生かし、さらに深く地域に目を向け

るためのきっかけとして、地域の魅力について考

え、それを検証していく活動を取り入れた。

Ａ男は「地域の魅力とは何か」をテーマとして

行った全体ウェビングでは、しばらくの間何も書

けずにいた。ここではこれまでの地域に対する学

びを想起するために、思いついたことを自由に述

べ合うことを交流の場としてとらえた。そこで他

の生徒の「公園が多い」や「交通機関が発達して

いる」という意見を聞く機会をつくってみたが、
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Ａ男にはそれが魅力とは結び付かない様子であっ

た。この時点ではＡ男は意見交流に対して非常に

消極的であり、地域に対してあまり興味をもてな

い様子であった。そこで「五中の周りを想像し、

他には見られないものや便利だと思うものは何か

話し合ってみよう」とアドバイスをしたところ、

交流活動の中で「自分が住んでいる場所より建物

（施設）が多い」というイメージをもつことがで

き、よく利用する施設があることから公共施設を

テーマとして選んだ（資料１）。

資料１ Ａ男の全体ウェビングマップ

その後に行った公共施設をテーマとしたコース

ウェビングにおいて、教師の「これらの施設はだ

れが作ったのか」という視点の例示をもとに交流

活動を行ったところ、他の生徒から「市や国が税

金で作った」という意見が聞かれた。それにより

Ａ男の興味は「この地区だけでも同じような施設

がたくさんあるが、本当に必要なのか」という点

に移っていった（資料２，３）。

資料２ Ａ男のコースウェビングマップ

資料３ コースウェビング後のＡ男の感想

その後のグループウェビングでは、「群馬県立

文書館」（以下文書館）を選択したが、文書館に

対する知識がなく、ウェビングマップはあまり広

がらなかった。その後の交流活動の中で、他の生

徒から「文書館は県が作った施設なのに、中学生

には全く知られていない」という意見が出された。

それに対しＡ男は「無駄な公共施設が多いと言わ

れているので、文書館がなぜ必要なのか明らかに

していきたい」という追究課題をもつことができ、

追究活動に移っていった。

Ｂ女は全体ウェビングにおいて、交流活動に加

わることはなかったが、他の生徒の意見を参考に

しながらウェビングマップを広げていった。その

中で公共施設が様々な方向に広がっていくことか

ら、公共施設の多さに関心をもった（資料４）。

資料４ Ｂ女の全体ウェビングマップ

その後のコースウェビングでは、Ｂ女は交流活

動に慣れてきたことから、以前よりも進んで意見

交流に参加をするようになった。コースウェビン

グの後、教師が「公共施設はいくつかに分類でき

そうだ」という視点の例示を行い、それをきっか

けとして再び交流活動へと移っていった。生徒に

とっては難しい質問だったようで、交流活動はな

かなか進まなかったが、Ｂ女から「自分たちのふ

だんの生活とのかかわりから考えて分類をするこ
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とができそう」という意見が出され、Ｂ女の意見

を基に生徒同士で話合いを行った。その結果、

「教育」「商店」「イベント」「安全」「スポー

ツ」「福祉」の６つに分類をしたが、教師の「イ

ベントを行う施設は広い意味で生涯教育に含まれ

る」というアドバイスから、最終的には「教育」

「商店」「暮らしを守ったり支えたりするもの」

「スポーツ」「福祉」の５つに分類をすることが

でき、他の生徒もこれに賛同した。その後Ｂ女は、

「様々な種類の公共施設があるが、それぞれの公

共施設が自分たちの生活とどのようにかかわって

いるのか、もっと明確にしてみたい」という追究

課題をもち、「群馬県生涯学習センター」（以下

生涯学習センター）を通して、追究活動を行って

いくこととなった。

生徒によるウェビングだけでは、ウェビングマ

ップの広がりに偏りが見られ、思考が深まらず興

味・関心を高めることにつながっていかないこと

がある。しかし教師がアドバイスをしたり、方向

性を例示したりすることを通して交流活動を行う

ことで、生徒の思考は広がりや深まりを見せた。

さらに交流活動によって出された様々な意見の中

から、追究課題とその見通しも徐々に明確になり、

スムーズに追究活動に移行していったと言える。

これらのことから、三つのウェビングを通して教

師が対象を様々な角度から見つめられるような視

点を例示し生徒同士の思いを交流させることは、

地域に対する興味・関心を高め、追究課題を明確

にし追究活動の見通しをもつために有効であると

言える。

２ 「まとめる」過程において、追究結果について生徒

同士で地域に対する思いを交流させながら再度「グ

ループウェビング」を行うことは、これまでの学びを振

り返り、学びの達成感を味わい、思いや願いを生か

して対象に働きかけることの重要性を感じることがで

きるようになるために有効であったか

追究活動を始める段階では、Ａ男の文書館につ

いての知識は全くと言っていいほどなかった。し

かしそのために、Ａ男の文書館に対する興味・関

心は授業を重ねるごとに高まり、文書館に何度も

足を運び、進んで情報の収集に取り組んでいた。

教師の「この施設の作られたきっかけや目的は何

か」という視点の例示に対し、はっきりと回答す

ることができなかったので、再度文書館を訪れ調

査活動を行った。追究活動後のグループウェビン

グでは、これまで学んだことの中から特に文書館

の利用のされ方について進んで意見を出し合った。

また、調べてきたことを基に積極的に意見を交流

させながらウェビングマップを広げていくことが

できた。

資料５ 追究活動後のＡ男のグルーウェビングマップ

Ａ男は特に歴史的に貴重な資料をたくさん保管

しているだけでなく、地域に対して資料を進んで

公開、提供している点を取り上げ、施設の貴重さ

について中学生としての視点から気付くことがで

きた。さらに、利用者があまり多いとは言えない

こと、また中学生にも進んで利用してほしいとい

う願いから、発表会では文書館の役割とあわせて、

中学生から一般の方まで気軽に利用できる施設で

あるという良さをアピールしていた。「知らない

うちにいろいろなことを学んでいたことに驚いた。

歴史を振り返る上で大変貴重な施設なので、もっ

と有効利用するべきである。またこれから中学生

があまり利用していない他の公共施設についても

調べてみたいと思った。」という感想をもったこ

とから、地域における公共施設の重要性に気付く

ことができた。

生涯学習センターはプラネタリウムや科学館、

ホールなど様々な施設があり、Ｂ女は小学生の時

から何度も利用してきた施設である。Ｂ女はこれ

までの知識と現地調査から、他にも茶室や学習室

など利用者の目的にあわせて様々な場や情報を提

供していることを確認することができた。さらに

教師からの「様々な立場の人に利用してもらうた

めに、場や情報の提供以外にどのような工夫をし

ているのか」という視点の例示に対して、教師も
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含めて意見交流を行った。Ｂ女は他の生徒に対し

て「利用者に対する工夫について、もっと調べて

みよう」と呼びかけ、①立地条件について、②建

物が変わった形をしている点について、の２点を

取り上げ、再び調査活動を進めることとした。そ

の結果Ｂ女は、公共の交通機関である前橋駅から

の路線バスや周辺の道路が整備されていること、

また建物がユニバーサルデザインを取り入れた構

造になっていることについて、追究活動後のグル

ープウェビングで取り上げた。

資料６ 追究活動後のＢ女のグルーウェビングマップ

このように、利用者一人一人の目的達成のため

に様々なサポート活動を行っていることから、生

涯学習センターの果たす役割の大きさを感じ取る

ことができた。最後にＢ女は「これからは場や情

報を提供するだけでなく、地域の広い範囲にわた

って人と人との交流の場として生涯学習センター

が役立つようになってほしいので、積極的に利用

していきたい。また人と人とをつなぐ施設が他に

もあると思うので、それも調べてみたい。」とい

った感想をもった。

資料７ 追究活動後のＢ女の感想

追究活動後に教師がアドバイスをしたり、方向

性を例示したりしながら交流活動を行い、再びグ

ループウェビングを行い、ウェビングマップを作

成することで、生徒は様々な角度からこれまでの

学びを振り返り、自分では気付かなかった学習の

成果を実感することができた。また生徒の中には

この学習を通して得た対象に対する自分の思いや

願いを、学習の成果としてウェビングマップの中

に書き込んでいる者もいたことから、教師はウェ

ビングマップの内容から生徒の学んだことを確認

することができた。このように地域に対する生徒

の思考は広がりや深まりを見せ、生徒一人一人の

思いや願いはさらに強くなり、学びの達成感を味

わうことができたと言える。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○ 生徒にとってウェビングは初めて行うもので

あった。今回のように対象に対する興味・関心

をもつことがあまり得意ではないという生徒に

は、三つのウェビングを段階的に行い、生徒の

興味・関心を徐々に引き出しながら追究課題を

設定するようにしたことは、非常に効果的であ

った。また三つのウェビングの中で視点を例示

しながら交流活動を積極的に取り入れたことで、

生徒の思考に広がりや深まりが見られ、より有

意義な活動へとつながっていった。生徒の交流

活動は、様々な意見が出てこそ効果を発揮する。

そのためには総合的な学習だけでなく、日ごろ

から生徒一人一人が自分の意見をもち、発表し

やすい学習環境を作ることが非常に大切である。

○ ウェビングを行う形態や、交流活動の取り入

れ方などの工夫を通して、対象への思いや願い

をさらに強くもつことができるような支援につ

いて、今後も考えていきたい。
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